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　「私の専門は〇〇です」この台詞は新入社員
からよく聞く言葉である。
とても素晴らしいことである。最高学府で専門的
な知識を学び・最先端の研究経験を積んだからこ
そ出てくる言葉だ。だが同時にこうも言うのであ
る。「なので、その分野（仕事）はちょっと…」この
先に出てくる台詞は、弱音や遠慮など。想像通り
の消極的な言葉たちである。不思議なことに、簡
単には手に入らない強い武器（専門）を持ちなが
ら、脆弱で臆病なのだ。理由は簡単である。彼ら
は、まだ軸（幹）となるものが定まっただけで、その
幹は太く頑丈ではなく、枝や葉が生い茂っていな
い。文字通り若木なのだ。
　では、そんな彼らが大木に育つにはどうすれば
よいのか。安易に樹木を比喩に使っているが、実
は、この例えそのものに答えはある。自然界とはよ
くできたもので、自然の摂理は社会に当てはまるこ
とが多い。科学技術の分野においても、理想解を
追い求めた結果、それが自然界に存在していたな
どという話はよく耳にするし、逆にバイオメティクス
（生物模倣技術）のように、思い切って自然界を
真似てしまおうなんて分野が出てくるほどである。
そんな自然界になぞらえるのならば、若木が大木
になる過程は明白である。
「深く・広く根を伸ばし、高く広く枝葉を広げ、可能
な限り多くの栄養を手に入れる」
である。ここで重要なのは「広く」ということだ。幹
や主根の周りだけでは手に入る栄養は限られる。
だから、中心から離れたところまで栄養を取りに行
く。専門分野（幹）を持って大きく成長するために、
専門外の分野へも知識や経験を獲得しに行くの
である。
　とはいえ、冒頭の新入社員の例にあったように、
専門を手に入れたばかりの若木達はとかく異分
野への挑戦に臆病である。残念ながら、これは本
人達だけの責任ではないのかもしれない。

私には、技術者になる前にわずかばかりだが教育
者としての経験がある。塾や予備校といった類だ
が、思えば、小学生から高校生までのほぼ全ての学
年を指導してきた。その経験を振り返ると、この　
未知の知識に対する姿勢において、小学生と高校
生ではすでに大きな差がある。小学生にとって、未
知の知識はご馳走のようなものである。どんな分野
であっても自分の知らないことに対する興味はすさ
まじい。なので、授業で気を付けないといけないこと
は脱線をいかに戻すかである。これが高校生になる
と、興味があるのは彼らが興味を持っている分野の
新情報に限られる。したがって、いかに興味のある
話に沿った話ができるかということがキーになる。こ
の現象自体は自然なことで、やみくもに知識を欲し
た時期を経て、自分の幹となるものがぼんやりと見
え始めたことで、それを明確にするために意識がそ
の分野に集中していくのである。ただ、近年の教育
現場では同時に周囲がそれを過度にサポートして
いる嫌いがある。早くから進むべき専門性の選択の
機会を積極的に設け、選択しなかった分野に関わ
ることを免除し、一度距離を置いた分野との距離を
どんどん遠ざけている。「学ぶ」この1点においては
それでもよいのかもしれないが、「学び」には、それ
を「活かす」という目的が待っているのである。社会
に出て、知識を活かす時点になって初めて、この距
離感が彼らを苦しませることになる。
ここまで悲観的な論説を展開しているが、実は基盤
PPの価値を説きたいがためである。得意分野をと
にかく磨くという路線から、それを軸に幅広い知識・
経験の収集に根や枝を広げるという路線への切り
替えはそう容易ではないし、きっかけのようなものも
必要であろう。基盤PPでは微力ながらもその手助
けができると信じている。企業等で実際に遭遇する
だろう課題に直接触れることで、異分野への距離
感を縮め、また自らの専門性の活かし方を考える非
常に良い機会ではなかろうか。

　ただし、機会というのは与えられていればそれで
OKというわけにはいかない。異分野との接触の機
会があっても学生諸君にそこに果敢に飛び込んで
いく姿勢がなければ、機会はただ目の前を通り過ぎ
てしまう。やはり最後は自らの行動なのである。
専門外の分野に踏み込むことは、勇気のいることだ
ろうか。いやいや思い出してほしい。もっと未熟で幼
かった時分には誰もがもっと貪欲に知識に飛びつ
いていたはずだ。それは高い意識のなせるわざでは
なく、知的好奇心・知識欲、すなわち本能的行動な
のである。ぜひともその頃の気持ちを思い出してほ
しい。知らないことを知る喜び。できないことができ
たときの感動。勇気などいらないはずの1歩を次 と々
踏み込んで、大樹に成長されることを願っています。

　私、菅原徹は、2016年12月20日から約3ヵ月、デン
マークのデンマーク工科大学（DTU）に滞在し、共同
研究を行いました。DTUはデンマークの物理学者が
設立した同国第1位の理工学系大学で、190年の歴
史があります。DTUはデンマークの首都コペンハーゲ
ン市街から北側に約10km離れたメインキャンパスと、
私が滞在したコペンハーゲンの中心部より西側に約
40km離れたRisøキャンパスの2つの大きなキャンパ
スを有します。Risøキャンパスは、デンマーク南東部
の内海に面した自然豊かなキャンパスで、入校して約
1.5kmの真っ直ぐな並木道が続いており、キャンパス
の大きさを伺えます。正門前のバス停でバスを降りて
からオフィスまで徒歩で10分以上かかるため、共用の
自転車が20台程度用意されています。（私は、最初の
1ヵ月はレンタカーを借りていませんでしたが、この自転
車は利用せず徒歩でこの並木道を通勤しました。）ま
た、キャンパス内に食堂（正門の近く）が一ヶ所しかな
く、お昼時間になるとこの食堂まで歩いて往復してい
ました。Risøキャンパスは、デンマークの主発電となっ
ている風力発電の研究で有名なDTU Energy部局
の中心キャンパスです。このキャンパスには、内海を
挟んでオフィスの反対側に、大学および企業の実験
用風車が数基連立しており、同国が、自然エネルギー
関連（特に風力）の研究開発に力を入れていることが
伺えます。さらに、キャンパスの奥には、すでに廃止済
みとのことですが、原子力発電炉があり、廃炉用の研
究に向けた廃止（停止）後の経過観察が実施されて
いるようです。
　デンマークは、長期滞在用の住まいを探すことがと
ても困難で、大学の寮は1年以上の予約待ち状態で
した。私が訪れた研究室でも多くの交換留学がおら
れ、その誰もが宿泊先を探す事に苦労していると伺い
ました。そのため、住まいの家賃は非常に高く、大阪周
辺の2倍ほどの家賃を必要とします。例えば、シェアハ
ウス（シングルベッドと机がギリギリおける1部屋で、
キッチン、バス、トイレが共用）でも13万円/月の費用
が必要でした。また、Risøキャンパス周辺は田舎で住
まいを見つけることが困難でした。そのため、私はコペ
ンハーゲン周辺で宿を探しました。何とか長期滞在で
きる場所を探しましたが、キャンパスまで約35km離れ
ており、公共交通機関を利用すると1時間半から2時
間程度必要でした。さらに、公共交通機関は便利です
が、比較的料金が非常に高額でした。（定期券を購入
することで減額できます。）また、Risøキャンパスへの
アクセスには北回りと南周りの2通りあり、南周りが比
較的公共交通機関（電車、バス）の頻度が高いようで
す。最初は勝手がわからず、零下の気温中で20分以
上も交通機関を待つこともありました。

る「環頭脳循環を加速する戦略的国際研究ネット
ワーク推進プログラム」の一環として実施しました。
私を招聘して下さったDTU のNgo Van Nong准教
授は、私が学生時代に先輩であった方でもあります。
私たちは、菅沼研究室（阪大産研）の有する半導体
の高密度実装技術を応用し、エネルギーハーベスト
に寄与する軽量で折り曲げることが可能な熱電式発
電モジュールを共同で開発しました。この研究は、現
在、論文を執筆中ですが、このプログラムに関わら
ず、今後も継続して共同研究を進めています。
　休日は、Nong先生やPDのHungさんらのご家族
と会食を楽しみました。また、晴れた日（午前と午後で
天気が一変する）は、住まいの近くの湖をジョギング
で回りました。デンマークは、カールスバーグと言う
ビールメーカーが有名ですが、日本では購入できない
銘柄が、スーパーには数十種類並んでおり、格安で
購入することが出来ます。私は、ほとんど毎日夕食時
に1～2本のビールを飲み、その味わいを楽しみまし
た。
　最後になりましたが、このような貴重な機会を頂
き、私の海外派遣に協力して頂いた大阪大学と、
デンマーク工科大学の関係者に厚くお礼申しあげ
ます。

このような状況で、金銭面や利便性では、決して住
みやすい場所とは言えませんが、生活環境は非常に
よく、治安がよく、（後半で利用した車を使えば）交通
渋滞や交通事故などはほとんどない上、日常生活
は、（Ph. Dの学生を除いて）5時を過ぎるとほとんど
全員帰宅していました。世界中で幸福度の高い国の
一つとされていることが伺えました。さらに最近では、
スーパーマーケットも土日祝日を含めて、夜22-23時
までオープンしており、利便性が増しているようです。
　デンマークの気候は、非常に変化しやすく、午前
中は快晴でも、午後に猛吹雪になることが多々あり
ました。例えば、ある朝の出勤時は、快晴で気持ちよ
く高速道路を通勤したにもかかわらず、お昼前には
曇り出し、15時ごろには雨が降り出したかと思ってい
たら、夕方の17時には、積雪10㎝を超えていて、帰
宅が困難な状態になっていました。高速道路を使用
せずに低速走行で2時間以上かけて帰宅する経験
をしました。私が滞在した時期は、冬季でしたが、デン
マークの夏は、非常に過ごしやすい気候だと言う事
です。（ただし、突然の嵐はあります。）このように、猛
烈な気象条件が、デンマークが主力発電として風力
を推し進める理由の一つかもしれないと感じました。
　今回の共同研究は、2016年度から実施されてい
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　第３の手法と呼ばれるコンピューターを用いた
計算によるアプローチは、益々厳しくなる材料に
関する社会からのニーズに応えるのみならず、社
会へのシーズ提供を可能にしつつある。本研究
室では、原子レベルから巨視的スケールまでの
計算材料科学的手法を活用し、実験及び理論と
の有機的連携を通じて、既存の理論に囚われる
必要のない新しい材料設計法の構築を通じて、
新規材料開発を行っている。

■准教授 吉矢 真人 
yoshiya@ams.eng.osaka-u.ac.jp
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研究室紹介

 人の情動や認知の発達過程を分野横断的かつ構成的に
理解することを目指す情動・認知発達ロボティクスに基づき、
神経ダイナミクスから社会的相互作用に至る過程の理解と
構築による構成的発達科学の研究を推進しています。計算
機シミュレーションによる脳発達・神経情報処理の計算論、
実際の人の脳機能計測による社会性発達の神経機序、子
どものように柔らかく動くアンドロイドと柔軟触覚センサ、ロ
ボットの表情表出機構開発のための人の表情計測と分析法、
ヒューマンロボットインタラクション、および，ロボカップを通し
た協調動作システムなどを研究しています。

　人の運動解析とロボットの運動制御の双
方向から、知能に迫る研究を行っています。
人の行動や意志決定は、必ずしも論理的で
はなく、また最適化されたものでもありません
─が、常に合理的でロバストです。それは、人
の意志を超えて存在する物理法則の下で、
合目的的に身体を操る行為そのもの=運動
制御が行動を形作っているからです。したがっ
て、知能の根幹は運動制御にあります。速さ・
強さ・正確さといった指標で測れない、極めて
非線形性の強い人間の運動制御を、数学的
に議論し、またそれと相補的に、ソフトウェア・
ハードウェアシステム研究も含んだ実用に耐
える人型ロボットの開発に取り組んでいます。

■准教授 杉原 知道 
sugihara@ams.eng.osaka-u.ac.jp

　現在のメディアには身体性が欠けているので、
身体を持つ人間との間には溝があります。本研究
室は、この溝を埋めることによって、人間との共生
に適したメディアを実現しようとしています。具体
的には、身体性を再現できる遠隔会議システム
の研究開発を行っています。今はまだ、身体性の
再現が十分ではないために、同じ場所に集まって
会議を行う必要性が残っています。離れた場所に
いる人の様子を映し出すビデオや、トラッキング
技術でとらえた人の動作をリアルタイムで反映す
るアバタや、物理的な実体の動きを使って迫真
性のある動作を表現できるロボットなどを組み合
わせて、どこにいても対面しているかのように会話
ができるメディアの創造を目指しています。

●新しいアクチュエータ、センサ、制御に関する教育・研究
アクチュエータ・センサ技術は未来の科学・産業を支える
技術である。本研究室では、ロボット、エレクトロニクス、
自動車分野をターゲットとして、電磁力を利用した次世
代のアクチュエータ、センサデバイス、非接触動力伝達
機構及び制御システムなどメカトロニクスの研究を行っ
ている。
●コンピュータ数値解析、デザイン法に関する教育・研
究アクチュエータ・センサ等の動作メカニズムの解明に
あたり、有限要素法及び粒子法による電磁場を中心とし
たマルティフィジクス解析法・デザイン法に関する研究を
行っている。

■教授 平田 勝弘 
k-hirata@ams.eng.osaka-u.ac.jp
■助教 新口 昇
noboru.niguchi@ams.eng.osaka-u.ac.jp

■准教授 中西 英之 
nakanishi@ams.eng.osaka-u.ac.jp

　菅沼研では、次世代パワーエレクトロニクス実装材料
開発の複数のプロジェクトを推進し、また、プリンテッド技
術展開を継続している。これらの分野で産学連携が盛ん
であり、２つの大きな産学コンソーシアムを運営している。
その活動の一つとして2016年度にNEDOクリーンデバイ
スプロジェクトを無事終了し、多くの参加メンバーにより大
きな成果を挙げることができた。プロジェクト終了で何名
かの研究員が、また、同じタイミングで４名の秘書の皆さ
んがそれぞれの理由で離職した。修士学生の合家君、吉
川君もそれぞれの成果を挙げて無事卒業し旅立っている。
写真は、皆さんの卒業祝いの集合写真である。

■准教授 萩原 幸司
hagihara@ams.eng.osaka-u.ac.jp

　力学的な環境の変化は内部構造の変化をもた
らしますが、ミクロな不安定性は時空間スケールの
階層を超えるとマクロに新しい機能を発現する原
動力となります。固体力学・材料力学・生体力学・
応用数学を基礎とした現象の概念モデルと数学
モデルの提案、その理論応用力学・計算力学解
析によって、このような機械システムのさまざまな
スケールに現れる形態と力学の関わりの探究しま
す。内部応力をミクロ構造に組込んだ新しいファ
ブリケーション技術、局所不安定性メカニズムを
積極的に応用した機能表面や界面の形成に関す
る研究に取り組んでいます。新しい機械システム
や材料システムの構成・設計原理に対する学理を
構築することを目指しています。

 機械工学・材料工学においてはミクロな結晶構
造から巨大な宇宙構造物まで様々な構造におい
て空間的な周期構造が見出され、そこに出現す
るダイナミクスは構造物の特性に大きな影響を
与えます。これらの構造物は全く異なるスケール
を持っていますが、モデル方程式は類似した形
式をとることがしばしばあり、そのダイナミクスを
同じ手法を用いて解析することが可能です。私
たちはこのようなダイナミクスの中でも特に非線
形ダイナミクスに着目して、新しい観点からの現
象の理解、モデリング手法の構築を目指して研
究を進めています。

■准教授 土井 祐介
doi@ams.eng.osaka-u.ac.jp

■教授 中谷 彰宏 
nakatani@ams.eng.osaka-u.ac.jp
■助教 永島 壮 
so.nagashima@ams.eng.osaka-u.ac.jp

■教授 菅沼 克昭 
suganuma@ams.eng.osaka-u.ac.jp
■准教授 長尾 至成 
shijo.nagao@eco.sanken.osaka-u.ac.jp
■助教 菅原 徹 
sugahara@eco.sanken.osaka-u.ac.jp
■特任助教 張 昊 
zhanghao@eco.sanken.osaka-u.ac.jp
■特任助教 陳 テントウ 
chenchuantong@eco.sanken.osaka-u.ac.jp
■特任助教 石名 敏之 
ishina@eco.sanken.osaka-u.ac.jp
■特任助教 李 財富 
licaifu@eco.sanken.osaka-u.ac.jp

　　

 熱・電磁流体解析研究室では，電磁場中におけ
る高温流体の挙動をターゲットとして数値計算に
よるその挙動予測を目的としている。現在の研究
対象の一つとして鉄鋼材料の摩擦攪拌現象の
計算モデル開発を進めている。本テーマは
NEDO／ISMAプロジェクトの一部として，研究を
進めており、これまで実験事実による内部状態の
推定しかできなかった流動現象が、モデル解析
によって説明できるようになってきている。これら
の知見にから、より良いプロセスパラメータの導
出が可能になってきている。今後はより現実に即
したモデルへと改良を進めることにより、材料物
性によらない摩擦攪拌接合現象の統一的なモ
デルを開発することを目標としている。

■准教授 宮坂 史和 
miyasaka@ams.eng.osaka-u.ac.jp

　鉄鋼材料には、高強度・高硬度であれば、
引張特性での伸びの低下や衝撃特性で
の低靭性となる経験的な二律相反則「軟
らかい材料は粘く、硬い材料はもろい」が
存在しています。当研究室では、これを打
ち破る研究（高硬度・高強度・高靭性な過
共析鋼の開発）を続けています。図に最近
の成果を示します。700Hv （HRC60）とい
う高硬度では、従来の鋼ではシャルピー衝
撃値は30J/cm2程度ですが、鋼の成分調
整と熱処理方法の最適化により、昨年度
は200J/cm2以上という鋼の製造に成功
し新聞にも取り上げられました。製造コスト
については従来の鋼とほぼ同じです。

■教授 南埜 宜俊 
minamino@ams.eng.osaka-u.ac.jp

　我々の社会を支える基盤的材料から次世代
先進材料に至るまで、各種金属系構造材料の
新規開発、特性向上を、格子欠陥・転位・結晶構
造・相安定性・組織形態といった様々な視点（レ
ベル）からの制御により実現すべく研究を行って
います。現代社会が求める多様なニーズ、過酷な
要求に応えるべく、本研究室では軽量、高強度、
高耐熱性、生体適合性、高耐食性といった、複
数の機能を同時に高度に併せ持つ、先進的・
multi-functionalな「高機能性構造材料」の創
製を目指しています。現在特に、航空輸送機等
の燃費向上による環境負荷低減を実現する次
世代超高温構造材料、自動車・航空機への適応
を目指した軽量超高強度マグネシウムLPSO合
金、ならびに生体内で溶解することで二次摘出
手術を不要とする新規金属インプラント材料の
開発等を進めています。

創発ロボティクス研究
室

http://www.er.ams.
eng.osaka-u.ac.jp/　

■教授 浅田 稔 asada@ams.eng.osaka-u.ac.jp
■特任講師 守田 知代 morita@ams.eng.osaka-u.ac.jp
■助教 石原 尚 ishihara@ams.eng.osaka-u.ac.jp
■助教 河合 祐司 kawai@ams.eng.osaka-u.ac.jp
■特任助教 朴 志勲 jihoon.park@ams.eng.osaka-u.ac.jp

運動知能研究室
http://www.mi.ams.

eng.osaka-u.ac.jp/

マイクロダイナミクス
研究室

http://www.md.ams
.eng.osaka-u.ac.jp/

共生メディア学研究室
http://smg.ams.en

g.osaka-u.ac.jp/

知能アクチュエータ・

センサデバイス創成研
究室

http://www.amp.am
s.eng.osaka-u.ac.jp/

非線形離散動力学研究
室

http://www.nld.ams
.eng.osaka-u.ac.jp/

熱・電磁流体解析研究
室

http://www.amp.am
s.eng.osaka-u.ac.jp/

環境調和エレクトロニ
クス実装研究室

http://www.eco.san
ken.osaka-u.ac.jp/

機能材料創成研究室
http://www.im.ams.

eng.osaka-u.ac.jp/

高機能構造材料創成研
究室

http://www.hfs.ams
.eng.osaka-u.ac.jp/

計算材料設計・創成研
究室

http://www.cmdc.a
ms.eng.osaka-u.ac.j
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離任の挨拶

樋口 隆幹、池西 貴昭、萩原 幸司、中野 貴由
日本金属学会2017年春期講演大会優秀ポスター賞
2017年3月

吉川 弘起
大阪大学工学会賞
2017年3月

雨堤 智也、平田 勝弘、西浦 悠介、堺谷 洋、新口 昇
電気学会優秀論文発表賞（本部表彰）
2017年03月

安川 真誠、平田 勝弘、新田 隼也、加藤 雅之、新口 昇
電気学会優秀論文発表賞(本部表彰)
2017年03月

新口 昇、平田 勝弘、小原 章
電気学会優秀論文発表賞(部門表彰) 
2017年03月

大城 健太郎、 田中 一晶、中西 英之
インタラクション2017インタラクティブ発表賞
2017年3月

野村 和裕、猪股 誠至、中西 英之
インタラクション2017インタラクティブ発表賞
2017年3月

Jorge L. Copete, Yukie Nagai, Minoru Asada

2016年度人工知能学会全国大会優秀賞
2017年4月

L. Copete、片岡 大哉、一瀬 公輝、Binyi Wu、
福田 康平、小林 恭一郎、梅田 尚輝、Niyati Rawal、
河合 祐司
ロボカップジャパンオープン サッカーSPLリーグ優勝
2017年5月

永島 壮、中谷 彰宏
第2回マルチスケール材料力学シンポジウム
優秀講演賞
2017年5月


